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楽しみながら防災を学ぶ 

高島公民館では、令和５年 10 月 27 日に「た

かしま防災クエスト大作戦」を開催しました。 

 この講座は、「子どもたちへの防災教育に興

味や関心がある人を募集」という公民館の呼び

かけに応じてくれた地域の防災士などが TKB

（高島旭竜防災教育グループ）を結成し、企画

実施したものです。テーマは、「楽しみながら

防災を学ぶ」です。 

 

防災ミッションにチャレンジ！ 

 この「防災クエスト 

大作戦」は、参加した 

子どもたちが、逃げ出 

した BOUSAI モンスタ 

ーを捕まえるために 

８つの防災ミッション 

に挑戦するというもの。 

そこで集めたコインで道具カードを買い、その

道具を使って「水害モンスター」や「地震モン

スター」と対戦するというストーリー仕立ての

講座です。 

 防災ミッションは、中高校生ボランティア

「高島地域づくり隊」、東岡山工業高等学校、

岡山理科大学、岡山市中消防署などがブースを 

担当し、宝探しやすごろ 

く、間違い探しゲームな 

ど、趣向を凝らした内容 

となりました。ブースの 

中で仲間を助けるなど 

の積極的動きをすると

※「れんめんめん」の由来…「連綿」と途切れることなく、「面」のように広がりをもちながら、人々の営みが

将来へとつながり未来を拓いていくことができるように、という願いを込めています。 

※ＱＲコードはデンソーウェーブの登録商標です。 

ボーナスコインがもら 

えるので、子どもたち 

は熱心にチャレンジし 

ていました。参加した 

小学生からは、「防災 

の勉強を楽しみながら 

できるなんてすごい」、「知っている中学生が

防災を教えてくれた。すごいと思った」、「地震

を体験してすごくゆれることがわかった。現

実におきても、一度経験したから経験してな

い人よりちゃんと逃げることができる自信が

ある」などの感想が寄せられました。 

 

学校の授業との連携 

 この講座は、学校の授業と連動し、学校の授

業内容を深化するための実践編という位置づ

けです。小学４年生が社会の授業で「自然災害

から人々を守る活動」を学んでいる時期に合

わせて実施しました。 

事前に学校と相談し、授業の導入部分で使

ってもらう動画教材も TKB で作成しました。

学校で学んだことを公民館講座で実践し、さ

らに学校の授業で振り返り、参加していない

子どもにも普及させるというサイクルを意識

したものです。 

 「災害は忘れた頃にやってくる」とよく言わ

れるように、いつ何時起こるとも分からない

のが災害です。その時、子どもたちが自分の命

は自分で守れるように、学校・地域と連携しな

がら地域密着型防災教育活動を TKB のメンバ

ーと今後も進めていく予定です。 

高島公民館 

地震モンスターと対決 

している様子 

中高校生ブースの様子 

岡山理科大学の防災 

すごろくの様子 
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大学生が講座の企画から参加 

旭公民館は、令和７年度に学区の真ん中に位

置する岡山中央中学校の敷地内へ新築移転が

決まっており、学区全体から新しい利用者の増

加が期待されています。また、来館者の多くが

高齢者であることから、児童生徒を含めた若者

の参画も待ち望まれています。 

この課題を克服していくため、大学生が地域

のよさを生かした講座を企画・運営することに

よって、地域の幅広い年代層の人々を繋ぐ橋渡

し役となってくれることを期待して、令和４年

10 月に「旭企画」スタッフを募集しました。そ

の結果、ノートルダム清心女子大学の学生５名

から応募があり、令和５年度の講座実施に向け

てスタートしました。 

 

旭企画会議～地域のよさを生かした企画に～ 

 企画会議では、地域のよさを生かした講座内

容を考えました。古くには岡山藩の城下町が広

がっていたこと、岡山城や後楽園をはじめ、美

術館、博物館、図書館など文化施設が豊富にあ

ることから「歴史のまち歩き」が効果的である

ということで意見が一致しました。講座内容か

ら、地元の歴史に詳しい方にアドバイザーをし

ていただき、企画会議を重ねるうちに、この地

域の歴史を学ぶ上で岡山藩の城下町は欠かせ

ないこと、令和４年 11 月に岡山城がリニュー

アルしたばかりであることなどから、講座名を

『今日から君も岡山歴史王！！』と名付けまし

た。第１弾の「岡山城を知り尽くす！」を６月

に、第２弾を２回に分けて「城下町岡山さん

ぽ！」の Part１を 10 月に実施、Part２は３月

17 日に開催予定です。企画会議では、行程、説 

明の内容などに加えて、 

ゲームやクイズの内容 

について検討を重ね、 

現地に出向いての下見 

も講座ごとに複数回行 

い、改善しています。 

 

『今日から君も岡山歴史王!!』 

第１弾 ～岡山城を知り尽くす！～ 

親子での参加も多く、「私は誰でしょうクイ

ズ」で顔合わせの交流を図った後、石垣、本丸、

天守閣を４名の大学生スタッフが分担し、それぞ

れの場所でクイズや説明を交えて城内を回りま

した。宇喜多秀家、小早川秀秋、池田光政と藩主

が変わるたびに継ぎ足されていった石垣の継ぎ

目を探したり、石に刻まれた刻印を見つけ合うな

ど、参加者はゲーム感覚で興味深そうに参加して

いました。 

 

第２弾 Part1 ～城下町岡山さんぽ！～ 

 岡山城を囲む 

城下町跡を、当 

時の地図を手に 

「岡山歴史のま 

ちしるべ」など 

の碑の説明を中 

心に、各地でク 

イズやゲームを 

しながら回りました。本学区には学校の発祥地も

多く、参加者は学校のルーツに関心を示していま

した。盲唖学校跡では障害者スポーツの一つであ

るボッチャを競ったり、中山下公園では鳥人幸吉

にちなんで各自が作った紙飛行機を一列に並ん

で飛ばし、飛距離を争ったりして楽しみました。

子どもたちからは「疲れたけどすごく楽しかっ

た」という声が返ってきました。 

 

今後に向けて 

 大学生スタッフは、この事業の目的を達成しよ

うと積極的に活動しており、参加した大人や家族

の間に入って会話をしたり、グループに分かれて

の活動を意図的に取り入れたりと、交流のきっか

けづくりをしている場面が随所で見られました。

大学生スタッフからは「学校では積めない貴重な

経験ができている」「大人も子どもも楽しめるゲ

ームになるようもっと工夫を凝らさなくては」

「できるだけ親子で参加しやすい設定を考えた

い」など、人と人との繋ぎ役として、さらによい

事業にしていきたいという意欲的な発言が寄せ

られています。 

公民館としても、この旭企画はもちろん、今年

の秋に発足したばかりの中学・高校生のボランテ

ィアグループ「岡山 Central クルー」を本格的

に稼働させていくなど、さらに若者参画に力を注

いでいきたいと考えています。 

【若者の地域参画】 
旭公民館 

「旭企画」 

天守閣前での振り返り○×クイズ 

紙飛行機を飛ばす参加者 
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にセトウチサンショウ 
ウオに関する啓発活動 
や清掃活動、観察など 
を主催事業として行っ 
ています。令和５年５ 
月に幼生の観察、11月 
に生息地周辺の草刈り 
と溝掃除を行い、令和６年２月には成体と卵

の観察会を予定しています。 
義務教育学校「山南学園」の生徒や先生方も

総合的学習の一環として、観察や清掃活動に

地域の皆さんとともに、参加しています。特に

清掃活動では、木の枝や枯れ葉の除去、溝の土

あげなど、生徒の皆さんの活躍で作業がてき

ぱきとすすみました。 
 近年、産卵場所となる浅い水辺がなくなり、

生息場所が激減しています。今後も「山南ホタ

ルの里協議会」と協力しながら、個体数が増え

ることをめざして活動を続けていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東区瀬戸町には 477 人の外国人市民が居住して

おり（令和５年 10 月末現在）、万富公民館が立地

する千種小学校区にも、ベトナムやネパールから

の技能実習生が勤務する会社があります。元々、

千種学区は地域防災の取り組みに熱心ですが、「誰

もが安心して暮らせる地域」をめざしており、公

民館では地域の防災力を高めていく際に外国人市

民の視点も反映してい 

く必要があると考え、 

多文化共生の取り組み 

をスタートしました。 

令和４年度には、ま 

ず地域住民を対象に 

「『やさしい日本語』講座」を実施しました。IPU・

環太平洋大学の大平真紀子先生とベトナム人留学

生を招き、「やさしい日本語」とは何かを学びまし

た。「１文を短くして簡単にする」「カタカナ・外

来語はなるべく使わない」「あいまいな表現を避け

る」など、学んだ「やさしい日本語」を使って留学

生と会話しました。参加者は、日本語が伝わった

時の喜びを実感し、ベトナム人を身近に感じる機

会となりました。 

令和５年 10 月に 

は、「ベトナム料理 

講座」を開催。大平 

先生からベトナムの 

地理や文化を学んだ 

後、留学生の指導で 

料理を３品作りました。メニューは、揚げ春巻

き、野菜たっぷりお米麺豚肉焼き、チェー（小

豆やココナッツミルクを使ったデザート）。言

語と文化が違う間柄での調理実習に皆さん四

苦八苦していましたが、お互いの「伝えたい」

「理解したい」という思いを寄せ合い、楽しく

料理をすることができました。参加者から「我

が家では味わったことがないメニュー」「また

交流の場を設けてほしい」という感想があり、

次回は外国人の方たちに日本文化を体験して

もらおうと計画中です。 

国籍やルーツにかかわらず、誰もが安心し

て暮らせるよう、これからもお互いの文化を

知り、交流を図っていきたいと考えています。 

外国人も日本人も安心して暮らせる地域をめざして 万富公民館 

言葉や文化の違いを超えて交流作戦 展開中！ 

セトウチサンショウウオは、全長 10 ㎝前後

の両生類です。主に農耕地や水辺周辺の雑木林

に生息しており、環境省のレッドリストでは、

絶滅危惧２類に分類されています。以前はカス

ミサンショウウオと呼ばれていましたが、令和

元年に形態や遺伝子解析などに基づき、岡山県

に分布するものはセトウチサンショウウオに

分類されました。イトミミズや小昆虫を餌とし

ています。 
山南公民館では、町 

内会長や市民団体代表 
ら 21 名で構成されて 
いる「山南ホタルの里 
協議会」の会員ととも 

「生き物の保全」シリーズ④ 山南公民館 

「セトウチサンショウウオ」 
生息地の保全活動 

「やさしい日本語」講座の様子 

「ベトナム料理講座」の様子 

セトウチサンショウウオ 

清掃活動の様子 
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子どもたちとボランティアの交流すすむ 
夏休みの「宿題教室」ｉｎ操山公民館 

操山公民館では「地域未来塾」として、長期

休業中に「宿題教室」を行っています。「地域未

来塾」は、地域住民や大学生ボランティア等の

協力を得て、小中学生の学習を支援し、子ども

たちの居場所づくりや、地域の方と子どもがつ

ながる場となることを目的としています。 

７月～８月の間の３日間、各日２時間実施し

ました。小学校３年生から中学校３年生までを

対象として行い、参加した児童生徒はのべ 91

名、ボランティアは大人 16 名、大学生 10名、

中学生 23 名で、総勢 140 名が一緒に宿題に取

り組みました。 

50 分間の学習時間を２回、間の休憩時間には

大人ボランティアに 

よる「読み聞かせ」、 

大学生ボランティ 

アを中心に「ピア 

ノ・パーカッショ 

ンによる演奏会」、 

館長による「おもしろ 

実験」を行いました。 

どれもたいへん盛り上 

がり好評でした。また、 

休憩室（別室）に中学 

生ボランティアが企画・運営するゲームコー

ナーを設けました。ボードゲームや日本地図

のパズルをとおして、対話がはずみ、なごやか

な雰囲気のうちに交流がすすみました。  

ボランティアの振り返りでは、「ありがとう

と言われてうれしかった」「休憩室がよい交流

の場となっていた」などの感想がありました。 

また、中学３年生の生徒が受験に向け不安

があることを話し、大学生がどうやってその

時期を過ごしてきたかを話す場面があり、ボ

ランティア同士も交流する大切な時間となり

ました。 

次回は春休みに実施予定で準備をすすめて

います。 

 

シリーズ地域の宝や魅⼒を未来へつなごう④   ⾜守公⺠館 
面づくりに魅せられて ～神楽面クラブ～  

備中神楽と言えば高梁市や井原市を思い浮

かべる人が多いでしょうが、備中国の一部であ

った足守にも、神楽太夫（神楽を演じる人）が

何人もおられたそうです。その一人である小林

弘照先生（故人）が、神楽面の製作を高梁の春

山流（しゅんざんりゅう）で学び講師となって、

昭和 61 年に足守公民館の神楽面講座が始まり

ました。クラブ講座として 30 年以上継続して

います。開講当時は 20人以上の講座生がおり、 

    その中から上達した方が講 

師となって高松公民館、一宮 

公民館でも講座が始まりま 

した。 

         参加歴 28 年という方から 

今年度より始めたという方 

まで、現在９名が月２回活動 

しています。「昔から神楽が 

好きで見に行きよるう 

ちに、（面を）彫らに 

ゃおえんと思うて」と 

言われる方、お姑さん 

がクラブに参加されて 

いて、その時の作品を 

手本に同じ鬼の面を制 

作中の方、40 代の頃に 

1 年間没頭した面彫りを 

15 年のブランクを経て再び始められた方、彫

っていたら気持ちが穏やかになるという方、

彫った作品を海外にいる親戚に送ったら喜ば

れるという方など。 

かつては、足守地域でも神社の祭りの際に

神楽が舞われていました。公民館では、今後こ

うした地域に伝わる郷土芸能を知るような講

座を計画していきたいと考えています。 

 

 ※備中神楽とは…昭和 54 年に国の重要無形民俗文化財に指定された岡山県の郷土芸能。備中

地方に伝わる。荒神様（産土神）を招き五穀豊穣、家内安全を祈り演じる神事。 

宿題に取り組んでいる様子 

大学生による演奏会 

「手力男命」（たじからおの

みこと）の面彫りに集中して

いる受講生 

講師（写真中央）の話

に聞き入る受講生 


